
 

 

 

原油先物は上昇、堅調な米燃料需要が支援 

アジア時間の原油先物は上昇。米燃料需要が堅調となり、米デフォルト（債務不履行）懸

念を打ち消している。 

００１５ＧＭＴ（日本時間午前９時１５分）時点で、北海ブレント先物は０．２６ドル

（０．３４％）高の１バレル＝７６．６７ドル。米ＷＴＩ原油先物は０．２８ドル高の７

２．８４ドル。 

米エネルギー情報局（ＥＩＡ）が１０日発表した週間石油在庫統計によると、ガソリン在

庫は３２０万バレル減少し、市場予想の１２０万バレル減よりも大幅な落ち込みとなっ

た。留出油在庫も減少した。 

米国のジェット燃料需要は２０１９年１２月以来の高水準となった。 

一方、米国では連邦債務上限引き上げを巡り、共和党が依然として支出削減を求めてお

り、与野党の対立が続いている。 
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ＯＰＥＣ、23年の世界石油需要の見通し事実上据え置き 

石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）は１１日に発表した月報で、２０２３年の世界石油需要が前

年より日量２３３万バレル（２．３％）増えるとの見通しを発表した。増加幅は前月の見

通し（日量２３２万バレル）とほぼ同じで、事実上据え置いたのは３カ月連続となる。中

国経済の成長が見られたとしても、米国の債務上限問題など他地域の経済下振れリスクで

相殺される可能性を指摘した。 

ＯＰＥＣは「中国経済が予想より好調だったためわずかに上方調整したが、他地域では石

油需要の重しとなりそうな経済的課題によってわずかな減少が見込まれる」と記した。 
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石油元売り、油価下落で大手 3 社減益 23 年 3月期 

ENEOSホールディングス（HD）など石油元売り大手 3社の 2023年 3月期連結決算が

11日出そろった。原油高が一服して在庫評価益が減り、全社が最終減益となった。脱炭素

の流れを受けて石油需要は減少傾向が続く。各社は再生可能エネルギーなど新分野の育成

とともに、主力の石油関連事業でも稼ぐ力の再構築が求められる。 

ENEOSHDが同日発表した 23年 3月期の純利益（国際会計基準）は前の期比 73%減の

1437億円だった。石油や石油化学品を販売するエネルギー事業の営業利益は 510億円と

89%減った。斉藤猛社長は同日の会見で「（石油関連など）基盤事業の稼ぐ力に課題を残

した」と述べた。 

出光興産も純利益が 9%減の 2536億円、コスモエネルギーHDは 51%減の 679億円だ

った。エネルギー価格の下落により両社は 24年 3月期も最終減益を見込む。出光興産は

指標とするドバイ原油の価格想定を 1バレルあたり 80ドルと前期比 14%引き下げた。 
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ENEOSHDは前期比 25%増の 1800億円となる見通し。国内の製油所の稼働率が回復し

て石油製品の販売量が増えるとみる。前期に銅鉱山の権益売却などで一時的な損失を計上

した反動もあり、原油安を補う。在庫影響を除いたベースの営業利益も 38%増の 3400

億円とした。 



石油元売りは製油所の稼働率が収益力を左右する。ENEOSHDは 23年 3月期の稼働率が

78%。前の期（70%）から改善したものの、設備の老朽化に伴う操業トラブルにより期

初想定の 9割程度を下回った。出光興産も 83%と 5年前と比べて 5ポイント低い。 

ENEOSHDの斉藤社長は稼働率の改善に向けて「需要に応じた製油所の統廃合を計画して

いる」と話す。和歌山製油所（和歌山県）は 10月をメドに操業を停止する予定だ。出光

も 23年度中にもグループ会社の山口製油所（山口県）の精製設備を止める。今後も痛み

を伴う改革が必要となる。 
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新規テーマの「巣立ち」 DIC が基準明確化 
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コロワイド、廃食油を次世代航空燃料「ＳＡＦ」原料として

提供…２５年までに航空会社へ 

外食大手のコロワイドは１０日、店舗から出る廃食油を次世代航空燃料「ＳＡＦ」の原料と

して供給すると発表した。日揮ホールディングス（ＨＤ）などと協力してＳＡＦを生産し、

２０２５年３月までに航空会社への供給を始める。 

コロワイドでは、「かっぱ寿司」や「大戸屋」などでの揚げ物の調理で、年間で最大１１４

万リットルの廃食油が生じており、この一部を供給する。ＳＡＦは日揮ＨＤやコスモ石油な

どが設立した企業が、大阪府堺市の工場で生産する。 

ＳＡＦは航空機から排出される二酸化炭素（ＣＯ２）の大幅削減が見込める一方、原料の確

保が課題となっている。日揮ＨＤは回転ずしチェーン「スシロー」を展開するフード＆ライ

フカンパニーズとも同様の取り組みを進めることで合意している。 
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